
那
古
寺
所
蔵
の
奈
良
写
経
に
つ
い
て

一
　
は
じ
め
に

千
葉
県
館
山
市
の
那
古
寺
（
補
陀
落
山
千
手
院
那
古
寺
）
　
は
真
言

宗
の
古
剃
（
現
、
新
義
真
言
宗
智
山
派
）
　
で
あ
る
。
本
尊
の
千
手
観

音
菩
薩
は
　
「
那
古
観
音
」
と
称
さ
れ
、
安
房
地
方
を
代
表
す
る
観
音

信
仰
の
対
象
と
し
て
古
来
よ
り
尊
ば
れ
、
地
域
有
力
者
の
厚
い
庇
護

を
受
け
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
戦
国
大
名
の
里
見
氏
に
よ
っ
て
信
仰

の
要
の
み
な
ら
ず
、
安
房
支
配
の
要
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
、
更

に
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
地
方
領
主
と
し
て
の
側
面
を
有
す
る
な

ど
、
地
域
の
歴
史
に
大
き
く
関
わ
る
寺
院
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
在

に
お
い
て
も
坂
東
三
十
三
観
音
札
所
の
結
願
寺
、
安
房
国
札
三
十
四

観
音
霊
場
の
第
一
番
札
所
と
し
て
多
く
の
巡
礼
者
の
信
仰
を
集
め
て

い
る
。こ
の
那
古
寺
に
お
い
て
は
、
現
在
、
千
葉
県
指
定
の
有
形
文
化
財

宇
都
宮
　
啓
　
吾

で
あ
る
那
古
寺
観
音
堂
の
解
体
修
理
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
改

修
に
合
わ
せ
て
館
山
市
立
博
物
館
に
よ
る
聖
教
の
整
理
・
保
管
と
調

査
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
調
査
の
中
で
、
平
成
十
八
年
五
月
に

奈
良
写
経
二
点
（
『
観
世
音
経
』
・
『
孔
雀
王
呪
経
』
）
　
が
発
見
さ
れ
、

那
古
寺
の
歴
史
や
文
化
を
窺
わ
せ
る
資
料
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
地

域
文
化
を
窺
わ
せ
る
資
料
と
し
て
大
き
く
注
目
を
集
め
る
こ
と
と
な

っ
た
。稿
者
は
、
幸
い
に
し
て
、
そ
の
折
の
調
査
に
参
加
し
、
そ
の
紹
介

（1）

の
機
会
を
得
た
が
、
そ
れ
以
降
に
お
い
て
は
未
だ
詳
細
な
報
告
の
存

し
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

そ
の
為
、
こ
れ
ら
二
点
の
奈
良
写
経
を
学
問
的
狙
上
に
載
せ
る
こ

と
を
第
一
義
と
し
て
、
未
だ
中
間
報
告
な
が
ら
、
現
時
点
に
お
い
て

確
認
し
得
る
内
容
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。



二
　
『
観
世
書
経
』
に
つ
い
て

初
め
に
、
那
古
寺
所
蔵
の
奈
良
写
経
の
う
ち
、
書
写
時
期
の
古
い

『
観
世
音
経
』
　
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

二
・
一
書
誌
的
事
項
と
書
写
時
期

本
経
は
巻
子
装
、
表
紙
（
縦
2
6
・
2
c
m
X
横
1
5
・
8
空
　
は
若
干

赤
み
を
帯
び
た
柿
渋
色
、
見
返
し
は
斐
紙
に
金
箔
を
散
ら
し
た
覇
え

で
、
後
補
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
紐
・
軸
首
共
に
後
補
な
が
ら
、

軸
首
は
左
図
の
如
く
に
特
徴
的
な
形
態
を
し
て
お
り
、
そ
の
制
作
時

期
に
つ
い
て
は
更
に
検
討
が
必
要
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

料
紙
（
全
四
紙
）
　
に
つ
い

て
は
、
丁
寧
に
打
紙
加
工
さ

れ
た
黄
穀
紙
　
（
黄
葉
染
め
さ

れ
た
楕
紙
）
　
で
あ
る
。
奈
良

写
経
に
お
け
る
穀
紙
に
つ
い

て
は
、
御
嶽
山
蔵
『
妙
法
蓮

華
経
』
巻
第
五
の
如
く
、
樽

の
繊
維
を
5
m
以
下
に
裁
断

し
た
上
で
漉
い
た
、
麻
紙
の

（2）

よ
う
に
見
え
る
風
合
い
の
も
の
も
存
す
る
が
、
本
経
に
お
い
て
は
、

そ
の
よ
う
な
裁
断
加
工
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。

界
線
は
薄
墨
に
よ
る
界
が
施
さ
れ
、
界
高
1
9
・
5
彗
　
界
幅
1
・

8
5
c
m
で
、
一
紙
2
8
行
、
一
行
1
7
字
で
あ
る
。

本
経
に
は
奥
書
・
識
語
等
が
存
し
な
い
た
め
に
、
そ
の
形
態
や
書

風
等
か
ら
書
写
時
期
を
推
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
こ
の
界
高
も
一

つ
の
手
懸
か
り
と
な
る
。
奈
良
写
経
の
文
字
の
特
徴
の
一
つ
と
し

て
、
そ
の
字
姿
の
低
平
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
理
由
に
、

一
行
1
7
字
（
侶
項
の
場
合
に
は
一
行
2
0
字
）
を
界
高
2
0
翌
別
後
の
中

（3）

に
納
め
る
と
い
う
こ
と
が
存
し
、
本
経
の
界
高
が
1
9
・
5
c
m
で
あ
る

こ
と
も
奈
良
写
経
の
特
徴
の
一
つ
と
言
え
る
。

ま
た
、
料
紙
の
縦
長
が
2
6
・
2
c
m
で
あ
る
こ
と
も
、
奈
良
写
経
に

見
ら
れ
る
平
均
的
な
縦
長
（
2
6
翌
剛
後
）
　
に
適
っ
て
い
る
。
横
長
に

つ
い
て
は
、
5
1
翌
別
後
と
、
奈
良
写
経
の
一
般
的
な
長
さ
　
（
5
6
翌
別

後
）
　
よ
り
は
若
干
短
い
が
、
こ
れ
と
て
も
、
奈
良
写
経
に
本
経
の
如

き
例
は
存
す
る
。

更
に
、
本
経
の
一
紙
2
8
行
と
い
う
行
数
は
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵

『
華
厳
経
』
巻
第
八
　
（
守
屋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
中
国
・
唐
8
世
紀
写
）

の
如
く
、
唐
時
代
の
標
準
的
な
形
式
に
適
っ
て
お
り
、
本
経
の
書
写

の
有
り
様
を
窺
わ
せ
る
点
で
興
味
深
い
。
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次
に
、
本
書
の
書
風
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
く
。

奈
良
時
代
の
書
風
に
関
す
る
概
観
と
し
て
は
、
諸
氏
に
よ
る
言
及

が
存
す
る
が
、
大
ま
か
に
纏
め
る
な
ら
ば
、
以
下
の
如
く
に
な
る
と

（4）

思
わ
れ
る
。

奈
良
時
代
前
期
は
、
和
銅
五
年
（
七
二
一
）
　
の
長
屋
王
発
願
の

『
大
般
若
経
』
　
（
所
謂
、
「
和
銅
経
」
）
　
の
書
風
を
代
表
と
す
る
も
の

で
、
中
国
・
随
時
代
か
ら
唐
時
代
初
期
の
影
響
を
受
け
た
と
さ
れ

る
、
謹
厳
な
が
ら
も
字
粒
が
小
さ
め
で
点
画
に
古
棟
を
残
し
た
書
風

で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
中
に
は
、
鋭
い
筆
線
で
縦
画
と
横
画
と
の
強

弱
を
明
確
に
す
る
な
ど
の
字
姿
も
見
ら
れ
る
。
一
般
に
、
中
期
の
所

謂
〝
写
経
体
″
　
（
点
画
が
連
動
で
、
字
形
が
や
や
低
平
な
筆
力
の
あ

る
謹
厳
な
書
体
）
　
の
完
成
前
の
書
風
と
さ
れ
、
伸
び
や
か
さ
や
筆
力

の
あ
る
落
ち
着
い
た
書
風
と
は
異
な
り
、
や
や
小
粒
な
感
が
存
す

る
。中
期
は
、
光
明
皇
后
が
発
願
し
た
一
切
経
（
奥
書
に
「
天
平
十
二

年
（
七
四
〇
）
　
五
月
一
日
記
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
一
般
に
「
五
月
一

日
経
」
と
称
さ
れ
る
）
　
が
代
表
例
と
さ
れ
、
写
経
生
に
よ
る
〝
写
経

体
″
が
そ
の
特
徴
と
さ
れ
る
。
写
経
生
の
手
に
な
る
経
典
は
執
れ

も
、
そ
の
字
姿
が
伸
び
や
か
で
筆
力
の
あ
る
力
強
い
も
の
が
多
く
、

ま
た
、
肉
太
で
大
振
り
な
字
姿
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

そ
し
て
、
後
期
に
は
、
中
期
の
肉

太
な
書
風
か
ら
更
に
、
「
称
徳
天
皇

御
願
一
切
経
」
（
神
護
景
雲
二
年
腸

7
6
8
）
　
な
ど
に
見
ら
れ
る
雄
渾
か
つ
荘

重
な
書
風
へ
と
変
遷
し
て
行
く
。

右
の
如
き
書
風
の
変
遷
の
中
に
、
本
書
の
書
風
を
位
置
付
け
る
こ

と
が
必
要
と
な
る
。

本
経
の
書
風
は
、
一
見
し
て
、
端
正
で
小
粒
な
感
が
存
す
る
。
そ

こ
に
は
、
書
写
者
の
謹
厳
な
態
度
が
窺
え
る
も
の
の
、
そ
の
書
風
に

は
伸
び
や
か
さ
や
力
強
さ
は
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
更

に
検
討
す
る
な
ら
ば
、
図
の
　
「
音
・
菩
・
若
」
　
の
如
く
に
横
線
の
起

筆
に
は
打
ち
込
み
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
付
け
ず
に
そ
の
ま
ま
入
っ
て
右

に
引
き
最
後
に
筆
を
降
ろ
し
て
粘
り
を
付
け
る
書
風
、
図
の
　
「
世
・

土
」
　
の
縦
線
如
く
に
や
や
左
斜
め
上
方
か
ら
打
ち
込
ん
で
起
筆
す
る

書
風
、
ま
た
、
右
図
の
　
「
夜
・
叉
・
人
」
　
の
は
ら
い
　
（
礫
法
）
　
の
鋭

角
的
な
特
徴
も
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
奈
良
時
代
中
期
以
前
の
特
徴
で
あ
り
、
更

に
は
、
こ
の
よ
う
な
点
を
踏
ま
え
て
、
従
来
知
ら
れ
る
奈
良
写
経
の

中
か
ら
本
経
の
書
風
に
通
ず
る
も
の
を
窺
う
な
ら
ば
、
前
述
の
和
銅

経
や
神
亀
五
年
に
長
屋
王
が
発
願
し
た
　
『
大
般
若
経
』
　
（
所
謂
、
「
神

3



亀
経
」
）
　
の
書
風
と
重
な
る
。
そ
の
一
方
で
、
こ
れ
ら
と
比
べ
て
小

粒
な
が
ら
も
謹
厳
な
〝
写
経
体
″
と
も
通
ず
る
点
は
、
官
立
写
経
所

で
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
最
古
の
遺
品
で
奈
良
時
代
中
期

の
書
風
の
始
ま
り
を
告
げ
る
と
さ
れ
る
聖
武
天
皇
勅
願
一
切
経
の
檀

王
法
林
寺
蔵
『
仏
説
七
知
経
』
　
天
平
六
（
七
三
四
）
年
写
）
と
似

通
う
点
が
存
し
、
こ
れ
ら
の
間
に
位
置
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
書
誌
的
事
項
や
書
風
を
手
懸
か
り
と
し
て
、
本
経
の
書
写

時
期
を
窺
わ
せ
る
問
題
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
執
れ
も
、
本
経
を

奈
良
時
代
前
期
、
下
限
と
し
て
も
、
八
世
紀
第
二
・
四
半
世
紀
頃
ま

で
の
書
写
と
考
え
る
こ
と
に
矛
盾
は
存
し
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二
・
一
『
観
世
書
経
』
書
写
の
問
題

本
経
の
書
写
時
期
に
関
す
る
検
討
の
み
な
ら
ず
、
「
観
世
音
経
」

の
書
写
と
い
う
視
点
か
ら
も
検
討
し
て
い
く
。

本
邦
に
お
け
る
奈
良
時
代
以
前
書
写
の
『
観
世
音
経
』
と
し
て
従

来
知
ら
れ
る
写
経
は
、
次
の
二
点
の
み
で
あ
る
。

○
唐
招
提
寺
本
（
断
簡
一
紙
）

ム

　

ム

「
歳
次
辛
丑
乙
末
九
月
十
五
日
□
聞
達
□
徳
敬
造
観
世
音

［
　
　
］
巻
」
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○
聖
衆
来
迎
寺
本
（
一
巻
　
滋
賀
県
指
定
文
化
財
）

（
奥
書
等
存
せ
ず
）

唐
招
提
寺
本
に
つ
い
て
は
、
森
本
孝
順
編
『
唐
招
提
寺
古
経
選
』

（
解
説
・
堀
池
春
峰
）
　
に
お
い
て
奈
良
時
代
書
写
と
し
て
紹
介
さ
れ

る
が
、
そ
の
一
方
で
　
「
あ
る
い
は
飛
鳥
時
代
に
遡
る
古
写
経
か
と
も

注
目
さ
れ
裏
と
も
さ
れ
る
古
写
経
で
あ
る
。
近
年
、
東
野
治
之
博

士
に
よ
っ
て
「
辛
丑
」
　
に
「
ム
」
　
の
形
を
し
た
抹
消
記
号
の
存
す
る

こ
と
、
ま
た
、
書
風
や
表
記
形
式
の
点
か
ら
「
乙
未
」
を
持
統
天
皇

九
年
（
六
九
五
）
書
写
と
見
る
こ
と
が
妥
当
と
の
見
解
が
示
さ
れ

璽
『
観
世
音
経
』
の
最
古
の
遺
品
と
し
て
注
目
さ
れ
る
が
、
惜
し

む
ら
く
は
、
一
紙
の
み
の
断
簡
で
あ
る
。

次
に
、
聖
衆
来
迎
寺
本
に
つ
い
て
は
、
奥
書
等
が
存
し
な
い
た
め

に
、
明
確
な
書
写
時
期
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
堀
池
氏
は
前

掲
の
唐
招
提
寺
本
と
の
比
較
と
し
て
、
此
経
を
奈
良
時
代
中
期
書
写

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
土
井
通
弘
博
士
に
よ
る
詳
細
な
検
討

も
存
し
、
そ
の
書
風
か
ら
奈
良
時
代
、
八
世
紀
第
二
・
四
半
世
紀
頃

（7）

の
書
写
と
の
見
解
が
出
さ
れ
て
い
る
。
稿
者
も
此
経
を
実
見
し
、
同

様
の
見
解
を
得
て
い
る
。

『
観
世
音
経
』
書
写
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
『
日
本
書
紀
』
巻
第
二

十
九
（
朱
鳥
元
年
（
六
八
六
）
七
月
条
）
　
の
天
武
天
皇
の
御
悩
平
癒

の
た
め
の
　
『
観
世
音
経
』
書
写
や
石
神
遺
跡
第
1
8
次
調
査
で
発
見
さ

れ
た
木
簡
の
記
述
「
観
世
音
経
十
巻
記
自
也
」
　
（
己
卯
年
八
月
十
七

日
　
（
六
七
九
）
）
　
の
如
く
、
早
く
か
ら
存
す
る
と
言
わ
れ
な
が
ら

も
、
そ
の
遺
品
と
し
て
は
、
那
古
寺
本
を
入
れ
て
僅
か
に
三
例
と
極

め
て
稀
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
唐
招
提
寺
本
が
断
簡
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
完
本

の
奈
良
写
経
と
し
て
は
、
聖
衆
来
迎
寺
本
と
那
古
寺
本
の
み
と
な

り
、
更
に
は
、
那
古
寺
本
が
書
風
の
古
様
さ
を
備
え
て
い
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
今
回
の
発
見
は
大
き
な
意
義
の
存
す

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
本
文
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
偶
項
の
有
無
も
問
題
と
な

る
。漠
訳
本
『
法
華
経
』
　
の
現
存
す
る
全
訳
と
し
て
は
、

○
『
正
法
華
経
』
十
巻
　
竺
法
護
訳
（
太
康
七
年
（
二
八
六
）
）

○
『
妙
法
蓮
華
経
』
七
巻
　
鳩
摩
羅
什
訳
（
弘
始
八
年
（
四
〇

六））

○
『
添
品
妙
法
蓮
華
経
』
七
巷
　
間
那
堀
多
訳
（
仁
寿
元
年

（
六
〇
一
）
）
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の
三
種
が
存
す
る
。

ま
た
、
本
文
に
つ
い
て
は
、
『
正
法
華
経
』
と
　
『
妙
法
蓮
華
経
』
・

『
添
品
妙
法
蓮
華
経
』
と
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
『
添

品
妙
法
蓮
華
経
』
は
『
妙
法
蓮
華
経
』
　
の
訳
文
に
従
い
な
が
ら
も
、

提
婆
達
多
品
を
宝
塔
品
の
中
に
編
入
し
、
陀
羅
尼
品
と
喝
累
品
の
位

置
を
変
え
、
『
観
世
音
経
』
　
の
当
該
品
で
あ
る
普
門
品
に
偶
項
（
韻

文
）
　
を
加
え
る
と
い
う
相
違
が
存
す
る
。
ま
た
、
現
行
流
布
の
　
『
妙

法
蓮
華
経
』
　
に
は
普
門
品
に
偶
項
が
加
え
ら
れ
た
形
で
伝
存
し
て
い

る
が
、
本
来
の
鳩
摩
羅
什
訳
『
妙
法
蓮
華
経
』
　
に
は
こ
の
偶
項
が
存

せ
ず
、
長
行
（
散
文
）
　
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

那
古
寺
本
と
聖
衆
来
迎
寺
本
と
に
は
こ
の
偶
項
が
存
せ
ず
、
鳩
摩

羅
什
訳
『
妙
法
蓮
華
経
』
　
の
古
態
を
留
め
て
い
る
の
に
対
し
て
、
唐

招
提
寺
本
で
は
偶
項
を
有
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
に
お
い
て
は
　
『
妙

法
蓮
華
経
』
　
の
本
文
系
統
に
こ
れ
ら
二
種
の
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。平
安
時
代
に
お
い
て
は
、
一
般
に
偶
項
の
あ
る
本
文
系
統
の
写
本

が
流
布
し
て
お
り
、
那
古
寺
本
や
聖
衆
来
迎
寺
本
の
存
在
は
、
本
邦

に
お
け
る
『
観
世
音
経
』
並
び
に
『
妙
法
蓮
華
経
』
流
布
の
問
題
に

対
し
て
も
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
る
。

以
上
の
如
き
本
文
内
容
の
他
に
、
本
経
の
書
写
形
態
（
首
題
と
尾

題
と
の
不
一
致
、
尾
題
の
配
さ
れ
た
位
置
）
　
に
つ
い
て
も
注
目
す
べ

き
点
が
存
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
次
に
考
察
し

て
み
た
い
。

前
掲
の
土
井
博
士
は
、
聖
衆
来
迎
寺
本
の
書
写
時
期
が
奈
良
時

代
、
八
世
紀
第
二
・
四
半
世
紀
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
此
経
の
首
題

が
「
妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
」
　
で
あ
る
の
に
対
し
て
尾
題

が
「
観
世
音
経
」
と
い
う
首
尾
の
不
統
一
に
つ
い
て
、
次
の
如
き
見

解
を
示
さ
れ
て
い
る
。

『
日
本
書
紀
』
　
『
続
日
本
紀
』
　
『
大
日
本
古
文
書
』
等
か
ら
奈
良

時
代
の
書
写
経
典
を
抄
出
さ
れ
検
討
を
加
え
ら
れ
た
石
田
茂
作

・
速
水
惰
両
氏
の
ご
指
摘
に
よ
れ
ば
、
密
教
経
典
の
書
写
が
頻

繁
に
史
料
に
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
天
平
九
・
十
年
　
（
七
三
七
・

八
）
　
で
あ
り
、
こ
の
現
象
は
天
平
七
年
（
七
三
五
）
　
の
玄
防
の

帰
朝
、
同
八
年
の
菩
提
倦
那
等
の
来
朝
と
関
連
づ
け
て
説
明
さ

れ
て
い
る
が
、
き
わ
め
て
妥
当
な
見
解
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
は

「
法
華
経
普
門
品
」
が
『
法
華
経
』
か
ら
独
立
し
て
単
独
に
書

写
さ
れ
る
契
機
を
こ
の
時
期
に
求
め
た
い
。
玄
防
の
積
極
的
な

密
教
的
観
音
経
典
の
将
来
が
飛
鳥
・
白
鳳
期
の
観
音
信
仰
を
法

華
経
的
な
も
の
か
ら
密
教
的
な
も
の
へ
変
容
さ
せ
て
い
っ
た
と
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す
る
見
解
は
充
分
に
説
得
性
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
動
向
の
中

で
、
『
観
世
音
経
』
が
独
立
し
て
い
く
傾
向
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。聖
衆
来
迎
寺
本
の
書
写
時
期
は
、
日
本
仏
教
が
密
教
的
性
格

を
強
め
て
い
く
正
に
そ
の
時
代
に
あ
た
っ
て
お
り
、
い
ま
だ

「
観
世
音
経
」
が
法
華
経
的
要
素
－
写
経
的
に
は
首
尾
題
に
現

わ
れ
て
い
る
I
を
払
拭
し
て
い
な
い
時
期
の
写
経
で
あ
り
、
わ

が
国
の
初
期
観
音
信
仰
の
動
向
を
示
す
貴
重
な
作
例
と
い
え

る
。

右
の
論
に
よ
れ
ば
、
「
法
華
経
普
門
品
」
が
『
法
華
経
』
を
離
れ

て
『
観
世
書
経
』
と
し
て
独
立
書
写
さ
れ
る
の
は
天
平
七
・
八
年
の

玄
防
・
倦
那
の
帰
朝
・
来
朝
の
頃
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
聖
衆
来
迎

寺
本
が
首
題
を
「
妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
」
と
し
な
が
ら

尾
題
に
「
観
世
音
経
」
と
あ
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
此
書
の
、
「
法
華

経
普
門
品
」
が
『
法
華
経
』
を
離
れ
て
『
観
世
音
経
』
と
し
て
独
立

書
写
さ
れ
て
い
く
そ
の
過
渡
的
な
有
り
様
を
示
す
も
の
　
（
「
い
ま
だ

「
観
世
音
経
」
が
法
華
経
的
要
素
－
写
経
的
に
は
首
尾
に
現
わ
れ
て

い
る
I
を
払
拭
し
て
い
な
い
時
期
の
写
経
）
　
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
説
を
参
考
に
、
那
古
寺
本
に
お
け
る
尾
題
「
観
世
音
経
」
　
の
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記
述
さ
れ
た
位
置
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。
本
経
に
お
け
る
尾

題
の
位
置
は
、
前
頁
の
写
真
に
示
し
た
如
く
、
本
文
行
末
の
下
部
に

配
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
尾
題
の
　
「
観
世
音
経
」
　
の
記
述
は
、
本
文

と
同
筆
で
あ
り
、
本
経
書
写
時
に
記
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
、
一
般
に
経
典
の
尾
題
は
本
文
行
末
に
一
行
空
け
て
記
さ
れ

る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
尾
題
の
有
り
様
は
本
来
的
な
も
の
と
は
考
え

難
い
。こ
の
点
に
つ
い
て
は
時
代
が
降
る
も
の
の
、
『
延
喜
式
』
巻
第
十

三
図
書
寮
に
お
い
て
写
経
に
関
す
る
規
定
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ

で
も
尾
題
の
位
置
は
本
文
行
末
に
一
行
空
け
て
記
す
よ
う
に
示
さ
れ

て
い
る
。

．

＿

＿

＿

＿

i

凡
書
写
者
、
発
首
皆
留
二
行
、
巻
末
留
一
行
空
紙
、
然
後
題

巻
、
其
題
巻
、
其
装
裁
者
、
横
界
之
外
上
一
寸
一
分
、
下
一
寸

二
分
、
惣
得
九
寸
五
分

本
経
で
は
本
文
行
末
以
降
が
切
断
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
そ
れ
以

降
の
記
述
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
実
際
の
尾
題
た
る
「
妙
法

蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
廿
五
」
が
存
し
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
。

本
経
に
お
け
る
「
観
世
音
経
」
と
の
記
述
は
、
未
だ
尾
題
の
位
置

に
す
ら
配
さ
れ
て
お
ら
ず
、
聖
衆
来
迎
寺
本
と
同
様
に
、
「
法
華
経

普
門
品
」
が
『
法
華
経
』
を
離
れ
て
『
観
世
音
経
』
と
し
て
独
立
書

写
さ
れ
て
い
く
そ
の
過
渡
的
な
有
り
様
を
示
し
、
ま
た
、
形
式
的
に

は
、
そ
の
聖
衆
来
迎
寺
本
よ
り
更
に
一
段
階
前
の
状
況
を
窺
わ
せ
る

も
の
と
い
え
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
『
観
世
音
経
』
　
の
遺
品
が
少
な
い
た
め

に
、
類
例
に
よ
る
分
析
の
適
わ
な
い
こ
と
が
残
念
で
あ
り
、
本
経
に

関
す
る
検
討
を
更
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
と
は
言
え
、
本

経
に
お
け
る
尾
題
の
形
式
に
関
す
る
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
述
べ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
上
、
那
古
寺
本
『
観
世
音
経
』
　
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
確
認
し

得
る
内
容
に
つ
い
て
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
　
『
孔
雀
王
呪
経
』
に
つ
い
て

次
に
、
『
孔
雀
王
呪
経
』
　
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

二
丁
一
『
孔
雀
王
呪
経
』
　
の
書
誌
的
事
項
と
書
写
時
期

本
経
（
巻
子
装
軸
無
し
・
縦
2
7
・
5
c
m
・
全
長
8
8
・
2
空
　
は
、
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外
題
（
後
筆
）
部
分
に
「
孔
雀
明
王
経
一
巻
　
弘
法
大
師
御
筆
　
覚

洗
」
と
あ
り
、
弘
法
大
師
空
海
筆
の
経
典
と
し
て
伝
来
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
題
名
か
ら
は
不
空
訳
『
仏
母
大
孔
雀
明
王
経
』
を
想
起

し
が
ち
で
あ
る
が
、
そ
の
本
文
内
容
か
ら
は
、
伽
婆
羅
訳
『
孔
雀
王

呪
経
』
　
で
あ
る
。
『
孔
雀
王
呪
経
』
は
そ
の
別
称
と
し
て
『
孔
雀
明

王
陀
羅
尼
経
』
と
も
称
さ
れ
、
そ
の
略
称
と
し
て
『
孔
雀
明
王
経
』

の
名
が
伝
わ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
孔
雀
王
呪
経
』
は
七
世
紀
後
半
頃
に
は
日
本
に
伝
わ
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
、
『
日
本
霊
異
記
』
（
景
戒
作
・
弘
仁
年
間
腸
8
1
0
～
8
2
4
頃

成
立
）
　
に
よ
れ
ば
、
次
の
如
く
、
役
小
角
（
役
行
者
）
　
が
「
孔
雀
之

呪
法
」
を
修
め
て
不
思
議
な
術
を
会
得
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
　
「
孔
雀
之
呪
法
」
が
「
孔
雀
明
王
陀
羅
尼
」
、
『
孔
雀
王

（8）

呪
経
』
　
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

所
以
晩
年
以
四
十
鎗
歳
。
更
居
巌
窟
。
被
葛
餌
松
。
沫
清
水
之

t

l

l

▼

泉
。
濯
欲
界
之
垢
。
修
習
孔
雀
之
兄
法
。
得
奇
異
之
験
術
。
駈

．

t

．

1

便
鬼
神
。
得
之
自
在
。
（
巻
上
「
修
持
孔
雀
王
兄
法
得
異
験
力

以
現
作
仙
飛
天
縁
　
第
廿
八
」
）

但
し
、
本
経
は
断
簡
四
紙
の
み
で
、
そ
の
う
ち
の
第
四
紙
は
後
筆

と
考
え
ら
れ
る
『
仏
説
港
頂
経
』
　
の
一
部
分
（
三
行
の
み
の
断
筒
）

で
あ
る
た
め
、
本
文
と
し
て
は
全
三
紙
、
そ
れ
も
各
紙
の
本
文
が
続

い
て
お
ら
ず
、
断
簡
の
貼
り
合
わ
せ
で
あ
る
。

現
装
の
表
紙
は
、
後
補
で
料
紙
（
灰
褐
色
）
　
に
膜
脂
色
の
裂
が
貼

ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
大
破
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
軸
は
無
く
、
後
補
の
紐
が
施
さ
れ
て
い
る
。
見
返
し
に
は
銀

箔
が
散
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
現
装
表
紙
の
次
に
、
こ
の
現
装
表
紙

以
前
の
表
紙
（
後
補
表
紙
）
　
が
貼
付
さ
れ
、
外
題
に
前
述
の
　
「
孔
雀

明
王
経
一
巻
　
弘
法
大
師
御
筆
　
覚
洗
」
、
見
返
し
に
次
の
記
述
が

存
す
る
。此

経
者
極
楽
寺
第
六
長
老
日
公
大
徳

大
覚
寺
御
住
持
之
時
伝
領
之
云
々

（
別
筆
）
　
「
百
四
十
五
行
」

こ
の
記
述
は
本
経
が
那
古
寺
に
寄
進
さ
れ
る
以
前
の
伝
領
識
語
を

記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
現
時
点
に
お
い
て
、
「
極
楽
寺
第
六

世
長
老
」
・
「
大
覚
寺
」
を
執
れ
と
す
べ
き
か
の
根
拠
を
持
ち
得
て
お

ら
ず
、
今
後
の
検
討
が
必
要
と
な
る
。
（
こ
の
点
も
含
め
、
伝
来
の

問
題
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
）
　
ま
た
、
見
返
し
末
尾
の
　
「
百
四
十

9
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五
行
」
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
或
い
は
本
経
寄
進
以
前
か
ら
断
簡

で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
本
経
は
現
在
、
『
孔
雀
王
呪
経
』

部
分
で
3
5
行
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
伝
存
の
過
程
で
古
筆
切
や
そ
の

他
の
用
途
、
理
由
に
よ
っ
て
切
断
さ
れ
て
き
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。そ
し
て
、
こ
れ
ら
に
続
い
て
本
文
が
存
す
る
。
本
文
の
料
紙
は
三

紙
共
に
黄
穀
紙
で
、
全
紙
に
薄
墨
に
よ
る
界
が
施
さ
れ
、
界
高
2

3
・

0
彗
界
幅
2
・
3
c

m
で
、
一
行
1
7
字
で
あ
る
。

本
経
に
は
奥
書
が
存
し
な
い
た
め
に
書
写
時
期
を
確
定
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
が
、
書
風
の
点
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
字
姿
の

低
平
な
様
や
墨
線
が
肉
太
で
重
厚
な
書
風
が
手
懸
か
り
と
な
る
。
こ

の
よ
う
な
特
徴
は
前
述
の
称
徳
天
皇
御
願
一
切
経
に
代
表
さ
れ
る
奈

良
時
代
後
期
の
特
徴
と
通
じ
て
い
る
。
但
し
、
本
経
の
字
姿
は
肉
太

で
大
粒
な
が
ら
、
や
や
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
雄
揮
さ
に
欠
け
る
感
が

存
し
、
奈
良
時
代
末
期
頃
の
書
風
か
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
本
経
は
、
空
海
が
密
教
経
典
を
請
来
す
る
以
前
に
本
邦

に
伝
え
ら
れ
た
、
所
謂
「
古
密
教
」
或
い
は
「
雑
密
」
と
称
さ
れ
る

経
典
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
奈
良
写
経
の
遺
品
で
あ
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
。

『
孔
雀
先
王
経
』
が
奈
良
時
代
に
書
写
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、
例
え
ば
、
次
の
如
き
正
倉
院
文
書
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

奉
写
　
御
執
経
所
移
造
東
大
寺
司

．
1

報
請
孔
雀
王
呪
経
二
巻
亦
名
拙
劃
劃
矧
矧
組
矧
矧

右
為
証
本
奉
請
如
件
故
移

天
平
神
護
元
年
五
月
廿
三
日

図
書
少
允
正
八
位
下
日
置
浄
足

（
異
筆
）
　
「
行

し
か
し
、
そ
の
現
存
例
は
稀
で
あ
り
、
本
経
は
断
簡
な
が
ら
そ
の

遺
品
と
し
て
貴
重
な
も
の
と
言
え
る
。

三
・
二
　
『
孔
雀
王
呪
経
』
　
の
伝
来

本
経
に
は
、
那
古
寺
に
伝
来
し
た
経
緯
を
窺
わ
せ
る
資
料
が
伝
存

し
て
い
る
。
従
来
、
「
足
利
家
国
寄
進
状
」
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
ま
ず
、
以
下
に
示
す
。

此
経
者
極
楽
寺
第
六
長
老
日
公
大
徳

大
覚
寺
御
住
持
之
時
伝
領
之
云
々

（
一
行
ア
キ
）
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百
四
十
五
行
之
内
一
行

（
一
行
ア
キ
）

那
古
寺
寄
進
之

（
一
行
ア
キ
）

永
禄
八
年
軋
三
月
上
旬
　
　
　
家
国
（
花
押
）

（
別
筆
）
　
「
自
那
古
寺
宥
範
法
印
総
持
院
住
頼
覚
御
附
属
云
々
」

右
の
記
述
は
、
古
文
書
と
し
て
の
　
「
寄
進
状
」
　
の
形
式
に
は
適
っ

て
お
ら
ず
、
本
来
は
　
「
寄
進
状
」
と
し
て
存
在
し
た
も
の
で
は
な

く
、
本
経
の
末
尾
に
付
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
妥
当
と
思
わ

れ
る
。
実
際
に
経
典
の
末
尾
に
寄
進
者
や
伝
持
者
が
一
紙
を
貼
付
し

て
そ
の
記
事
（
識
語
）
　
を
書
き
留
め
る
例
は
多
々
存
す
る
。

こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
本
経
は
、
本
来
、
極
楽
寺
第
六
世
で
あ
っ

た
日
公
大
徳
が
大
覚
寺
住
持
で
あ
っ
た
折
に
伝
領
し
て
い
た
も
の

を
、
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
　
三
月
上
旬
に
足
利
家
国
が
那
古
寺
に

寄
進
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

前
述
の
如
く
、
「
極
楽
寺
第
六
世
」
・
「
大
覚
寺
」
　
に
つ
い
て
は
未

（9）

だ
こ
の
確
証
を
得
て
い
な
い
が
、
足
利
家
国
に
つ
い
て
は
、
そ
の
花

押
か
ら
も
人
物
を
確
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
足
利
家
国
は
、

次
の
系
図
の
如
く
、
古
河
公
方
足
利
氏
の
一
族
で
あ
る
。

12



（
古
河
公
方
）

成
氏

政
氏
」
－
高
基
1
－
晴
氏

義
氏
　
－
　
女
子
（
足
利
国
朝
室
）

藤
氏
　
　
（
後
頼
氏
室
）

藤
政

輝
氏

女
子
（
里
見
義
弘
後
室
）

こ
の
足
利
家
国
が
本
経
を
寄
進
し
た
時
代
背
景
に
つ
い
て
、
次
に

述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

足
利
家
国
の
父
で
あ
る
足
利
晴
氏
は
関
東
最
大
の
戦
国
大
名
で
あ

っ
た
北
条
氏
綱
の
娘
を
正
室
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
氏
綱
の
死

後
、
後
を
継
い
だ
北
条
氏
康
と
敵
対
し
、
上
杉
憲
政
や
上
杉
朝
定
と

同
盟
を
結
ん
で
天
文
十
五
年
（
一
五
四
六
）
　
に
北
条
領
に
侵
攻
す
る

も
、
河
越
夜
戦
で
大
敗
し
、
古
河
公
方
と
し
て
の
力
を
失
な
っ
て
し

ま
う
。
そ
の
結
果
、
天
文
二
十
一
年
（
一
五
五
二
）
　
に
公
方
の
座
を

子
の
足
利
義
氏
（
母
・
北
条
氏
綱
の
娘
）
　
に
譲
る
こ
と
と
な
り
、
更

に
天
文
二
十
三
年
（
一
五
五
四
）
　
に
は
古
河
城
を
攻
め
ら
れ
、
氏
康

に
よ
っ
て
相
模
国
波
多
野
（
神
奈
川
県
秦
野
市
）
　
に
幽
閉
さ
れ
、
永

禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
　
に
没
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
北

条
氏
康
が
擁
立
し
た
古
河
公
方
義
氏
に
対
立
し
て
古
河
城
を
出
た
家

国
や
そ
の
兄
弟
の
藤
氏
・
輝
氏
ら
は
里
見
義
弘
の
保
護
下
に
入
る
こ

と
な
る
。
そ
し
て
、
永
禄
六
年
　
（
一
五
六
三
）
、
北
条
氏
康
と
武
田

信
玄
が
上
杉
謙
信
方
の
武
蔵
国
松
山
城
を
攻
撃
し
、
そ
の
一
方
、
謙

信
の
要
請
を
受
け
た
里
見
義
勇
の
嫡
男
の
義
弘
が
救
援
に
向
か
い
、

両
者
が
国
府
台
で
合
戦
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
里
見
側
の
大
敗

と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
結
果
、
里
見
氏
は
北
条
氏
か
ら
の
猛
攻
に

さ
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
法
蓮
寺
蔵

『
日
学
覚
書
』
　
に
以
下
の
如
く
存
し
、
家
臣
の
謀
反
や
領
地
で
あ
る

安
房
全
土
が
戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ
る
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

（10）る
。

正
木
左
近
大
夫
時
忠
、
永
禄
七
年
甲
子
、
総
州
一
宮
の
城
主
同

名
大
炊
助
を
生
涯
す
。
屋
形
　
（
里
見
義
勇
）
　
恐
怖
し
て
既
に
大

乱
に
及
ぶ
。
時
忠
相
州
の
太
守
氏
政
を
引
き
立
て
、
万
喜
の
地

へ
押
し
寄
せ
、
在
々
所
々
亡
郷
す
。
彼
の
大
衆
西
上
総
へ
打
ち

回
り
、
佐
貫
の
地
へ
押
し
寄
せ
、
当
国
へ
は
氏
政
弟
左
衛
門
大

夫
、
舟
二
百
余
膿
に
て
北
条
の
西
荒
井
の
島
（
高
の
島
）
　
に
舟

を
懸
け
、
当
郷
十
里
の
間
こ
と
ご
と
く
亡
郷
す
。
那
古
寺
・
府

中
　
（
宝
珠
院
）
・
延
命
寺
、
当
寺
（
法
蓮
寺
）
　
五
六
大
堂
・
番
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神
井
に
拝
殿
・
二
王
門
・
日
学
新
造
の
客
殿
・
仏
像
・
経
巻
・

法
蓮
授
与
の
里
奈
羅
、
残
る
と
こ
ろ
な
く
一
時
に
焼
失
せ
し
め

お
わ
ん
ぬ
。
後
代
修
造
を
志
さ
ん
た
め
に
、
か
く
の
ご
と
く
書

き
留
め
る
も
の
な
り
。

本
経
の
寄
進
さ
れ
た
永
禄
八
年
は
、
前
年
の
国
府
台
合
戦
で
里
見

氏
が
北
条
氏
に
大
敗
し
、
『
日
学
覚
書
』
　
の
如
き
危
機
的
状
況
の
最

中
で
あ
り
、
一
切
の
除
災
と
所
願
成
就
が
な
さ
れ
る
　
『
孔
雀
王
呪

経
』
が
那
古
寺
に
寄
進
さ
れ
た
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
打

開
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の

那
古
寺
は
里
見
氏
の
厚
い
庇
護
を
受
け
て
い
た
の
み
な
ら
ず
、
那
古

寺
の
歴
代
記
録
に
よ
れ
ば
当
時
の
住
持
で
あ
っ
た
第
二
十
六
世
宥
範

が
里
見
氏
出
身
の
人
物
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
里
見
氏
の
保
護
下
に
あ

っ
た
足
利
家
国
が
里
見
氏
の
危
機
打
開
を
願
う
に
は
相
応
し
い
寺
院

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
こ
の
足
利
家
国
に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
本
経
は
、
前
掲

「
家
国
寄
進
状
」
　
の
記
述
「
自
那
古
寺
宥
範
法
印
総
持
院
住
頼
覚
御

附
属
云
々
」
と
あ
る
如
く
、
第
二
十
六
世
宥
範
か
ら
総
持
院
頼
覚
へ

と
附
属
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
総
持
院
頼
覚
は
宥
範
の
弟

子
に
あ
た
り
、
ま
た
、
総
持
院
も
宥
範
が
那
古
寺
に
転
住
す
る
以
前

に
住
し
て
い
た
寺
院
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
ら
の
名
は
、
那
古
寺
の
縁

起
で
あ
る
『
補
陀
落
山
那
古
寺
縁
起
』
　
の
巻
首
識
語
の
中
に
お
い
て

「
秀
円
法
印
之
古
記
、
永
禄
年
中
消
失
弟
子
頼
覚
委
師
（
宥
範
）
　
聞

分
記
之
」
と
あ
り
、
宥
範
が
住
持
で
あ
っ
た
永
禄
年
中
に
第
一
世
秀

円
の
古
記
（
縁
起
）
　
が
焼
失
し
た
た
め
に
、
頼
覚
が
師
の
宥
範
か
ら

聞
き
書
き
し
た
記
録
を
残
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
彼
ら
が
那
古

寺
の
什
物
の
保
持
に
努
め
て
い
た
こ
と
も
窺
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
　
「
家
国
寄
進
状
」
　
の
末
尾
に
は
本
経
の
包
紙
が
貼

り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
ウ
ハ
書
に
　
「
孔
雀
明
王
経
一
巻
　
弘
法
大
師

筆
」
と
あ
り
、
そ
の
裏
書
に
「
三
宝
院
末
那
古
寺
住
頼
憲
自
頼
覚
請

来
之
申
候
」
と
あ
る
。
こ
の
頼
憲
は
那
古
寺
第
二
十
七
世
　
（
天
正
十

七
年
腸
轡
不
寂
）
で
、
本
経
を
総
持
院
頼
覚
よ
り
受
け
て
い
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
即
ち
、
本
経
は
、
足
利
家
国
1
那
古
寺
宥
範
1
総
持

院
頼
覚
1
那
古
寺
頼
憲
と
受
け
継
が
れ
、
こ
れ
以
降
、
那
古
寺
に
お

い
て
伝
存
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
本
経
の
伝
来
の
過
程
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
経
が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
足
利
家
国
の
も
と
に
至
っ
た
か

に
つ
い
て
は
未
だ
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
戦
国
期
に
お
け
る
武
将
の

祈
願
の
一
駒
を
窺
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
そ
の
寄
進
の
経
典
自
体
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が
奈
良
写
経
で
あ
る
こ
と
に
は
注
目
し
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

四

　

お

わ

り

に

以
上
、
本
稿
で
は
、
那
古
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
新
出
の
奈
良
写
経
二

点
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
確
認
し
う
る
点
に
つ
い
て
言
及
し
て
き

た
。今
ま
で
に
述
べ
て
き
た
如
く
、
二
点
共
に
現
存
例
が
稀
で
あ
る
た

め
に
そ
の
存
在
自
体
が
奈
良
写
経
と
し
て
注
目
で
き
る
も
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
留
ま
ら
ず
、
初
期
観
音
信
仰
の
問
題
等
の
奈
良
時
代
に

お
け
る
歴
史
・
文
化
の
資
料
と
し
て
も
貴
重
な
示
唆
を
与
え
る
資
料

で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
資
料
が
関
東
、
そ
れ
も
安
房
地
方
に

伝
来
し
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
と
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
は

特
に
注
目
で
き
る
。

ま
た
、
最
後
に
、
こ
の
発
見
の
意
義
自
体
に
つ
い
て
も
付
言
し
て

お
き
た
い
。
近
年
、
文
化
財
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
、
地
域
の

博
物
館
自
体
が
休
館
・
閉
館
ま
た
は
規
模
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

場
合
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
度
の
発
見
は
、
館
山
市
立
博

物
館
が
地
域
の
文
化
を
担
い
、
那
古
寺
と
の
関
係
を
築
い
て
来
た
か

ら
か
ら
こ
そ
、
那
古
寺
聖
教
の
調
査
を
通
し
て
為
し
得
た
成
果
で
あ

る
。
地
域
の
文
化
・
歴
史
を
継
承
し
、
伝
え
て
い
く
博
物
館
の
意
義

を
改
め
て
痛
感
す
る
所
で
あ
る
。

（2）（3）（4）

拙
稿
「
那
古
寺
蔵
『
観
世
音
経
』
　
に
つ
い
て
」
・
「
那
古
寺
蔵
『
孔

雀
王
兄
経
』
　
に
つ
い
て
」
　
（
『
那
古
寺
観
音
堂
平
成
の
大
修
理
記
念
観
音
巡
礼

と
那
古
寺
』
館
山
市
立
博
物
館
図
録
　
平
1
8
・
7
）

拙
稿
「
御
嶽
山
清
水
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
　
の
訓
点
に
つ
い
て
－

自
点
資
料
分
析
の
一
方
法
－
」
　
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
1
1
2
輯

平

1

6

・

3

）

赤
尾
栄
慶
「
奈
良
朝
写
経
の
字
す
が
た
」
　
（
『
文
字
（
も
じ
）
　
の
ち

か
ら
－
写
本
・
デ
ザ
イ
ン
・
か
な
・
漢
字
・
修
復
』
平
1
9
・
1
2
　
学

燈
社
）以
下
の
も
の
を
参
考
に
し
た
。

○
注
　
（
3
）
　
赤
尾
論
文

○
土
井
通
弘
「
聖
衆
来
迎
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普

門
品
第
廿
五
』
　
に
つ
い
て
」
　
（
『
M
U
S
E
U
M
』
　
4
2
1
　
東
京

国
立
博
物
館
　
昭
6
1
・
4
）

○
東
野
治
之
「
書
風
か
ら
み
た
古
代
の
写
経
」
（
『
欄
霊
舘
天
平

写
経
と
そ
の
周
辺
』
仏
教
美
術
研
究
上
野
記
念
財
団
助
成
研

究
会
報
告
書
第
三
十
三
冊
　
平
1
8
・
3
）

森
本
孝
順
編
『
唐
招
提
寺
古
経
選
』
　
（
解
説
・
堀
池
春
峰
　
中
央

公
論
社
　
昭
5
0
）

注
　
（
4
）
　
東
野
論
文

注
　
（
4
）
　
土
井
論
文

15



（
8
）
　
鎌
田
茂
雄
編
『
大
蔵
経
全
解
説
辞
典
』
　
（
雄
山
閣
出
版
　
平
1
0
）

解
説

（
9
）
　
鎌
倉
極
楽
寺
の
第
六
世
は
次
の
史
料
の
如
く
「
心
日
大
徳
」
　
で
あ

り
、
そ
の
尊
称
と
し
て
「
日
公
大
徳
」
と
記
し
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
。
（

一

三

五

〇

）

　

　

　

　

　

　

　

　

（

関

）

観
応
元
年
三
月
廿
一
日
於
開
東
極
楽
寺
自
第
六
住
持
心
日
大
徳
奉

相
博
之
畢

極
楽
寺
住
僧
金
剛
悌
子
珠
匪
　
（
花
押
）

（
『
国
風
田
圃
旧
岨
極
楽
律
寺
史
　
中
世
・
近
世
篇
』
平
1
5

・
5
　
同
編
）

当
時
に
お
け
る
極
楽
寺
と
大
覚
寺
　
（
京
都
）
　
と
の
関
係
か
ら
考
え

れ
ば
、
本
経
の
　
「
極
楽
寺
」
、
「
大
覚
寺
」
を
右
に
宛
て
る
可
能
性
も

高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
の
検
討
に
侯
ち
た
い
。

（
1
0
）
　
こ
の
時
期
の
状
況
、
ま
た
、
『
日
学
覚
書
』
　
に
つ
い
て
は
『
さ
と

み
物
語
　
戦
国
の
房
総
に
君
臨
し
た
里
見
氏
の
歴
史
』
　
（
館
山
市
博
物
館

平
1
2
）
　
を
参
考
と
し
た
。

付
記本
経
の
調
査
に
際
し
て
は
、
那
古
寺
住
職
石
川
良
泰
師
、
勧
修
院
住
職

石
川
隆
教
師
並
び
に
館
山
市
博
物
館
館
長
補
佐
岡
田
晃
司
氏
の
ご
高
配
を

賜
わ
っ
た
。
ま
た
、
成
稿
に
際
し
て
は
、
京
都
国
立
博
物
館
企
画
室
長
赤

尾
栄
慶
氏
よ
り
ご
助
言
を
賜
わ
っ
た
。

こ
こ
に
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

（
本
学
日
本
語
日
本
文
学
科
教
授
）
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